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第３６回 新潟県溶接技術競技会 

開催要綱 

 

１．趣旨 

 

近年、溶接技術は向上し、あらゆる工業生産に極めて大きな貢献を 

しております。また、溶接技術はその本質から溶接従事者の技量に 

まつところが極めて大きく、その不断の練磨が必要であります。 

溶接技術競技会はこの目的に対し、最適の手段と考えられますので 

新潟県溶接技術競技会を開催し本県の工業発展に寄与いたしたいと 

存じます。 

 

２．主催 

 

一般社団法人 新潟県溶接協会 

 

３．後援 

 

新潟県 

一般社団法人 日本溶接協会 東部地区溶接技術検定委員会 

株式会社 総合車両製作所 新津事業所 

新潟県高圧ガス溶材商業会 

産報出版 株式会社 

 

４．日時 

 

２０２６年 ４月１２日(日) 午前９時００分 ～ 

 

５．会場 

新潟市秋葉区南町１９番３３号 

株式会社 総合車両製作所 新津事業所 
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６．競技部門 

 

被覆ア－ク溶接・半自動溶接・ステンレス溶接の３部門とする。 

 

７．競技要領 

 

別紙競技実施要領によるものとする。 

 

８．審査 

 

提出された競技材については競技実施要領１１項の審査を行う。 

①  外観審査・・・審査実行委員へ依頼 

②  内部審査・・・審査実行委員、非破壊検査会社へ依頼 

 

９．参加資格・定員 

 

県内企業の溶接技術者とし、定員は各部門３０名迄とする。 

 

１０．参加費 

 

新潟県溶接協会  会員企業 ・・・各部門共通１名 ２５，０００円 

新潟県溶接協会  非会員企業・・・各部門共通１名 ３０，０００円 

 

１１．申込方法 

 

２０２６年 １月３０日(金) 迄に別紙参加申込書に必要事項を記入し 

一般社団法人 新潟県溶接協会 へ参加費を添えてお申込ください。 

銀行振込にてお支払いの際は下記の金融機関口座へお振込ください。 

 

第四北越銀行 新潟駅前支店 普通０２０４２４４ 

 

 

 

 

 



 3 

１２．審査実行委員 

 

東部地区溶接技術検定委員会     MGC アドバンス㈱ 

佐久美  勝人           高田  貴昭 

 

㈱総合車両製作所 新津事業所    東亜工業㈱ 新潟事業所 

       栗原 豪              八幡 宇佐美 

 

藤木鉄工㈱             ＪＲ東日本テクノロジ－㈱ 

       渡辺  忍              角田 駿輔 

 

      新潟県溶接協会 技術顧問              

       星 孝邦             

 

１３．表彰式 

 

２０２６年 ６月中旬 

審査の結果、成績上位の者に次の賞を各部門から１名ずつに授与する。 

各部門の参加人数が１０名未満の場合は第３位までを入賞とする。 

 

優 勝 ･････  新潟県知事賞、産報出版株式会社 社長賞 

準優勝 ･････ 日本溶接協会 東部地区溶接技術検定委員会 委員長賞 

第３位 ･････ 新潟県溶接協会 理事長賞 

第４位 ･････ 優秀賞 

第５位 ･････ 優良賞 

 

１４．全国溶接技術競技会 

 

被覆ア－ク溶接の部と半自動溶接の部で優勝された２名につきましては 

２０２６年１０月１０日～１０月１１日、北海道での開催が予定されております。 

全国溶接技術競技会へ新潟県代表として出場していただきます。 


